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我が国におけるイネウンカ類３種の薬剤感受性の動向 

 

        （独）農業・食品産業技術総合研究機構 

         九州沖縄農業研究センター・生産環境研究領域 松村正哉・真田幸代 

 

トビイロウンカとセジロウンカは日本では越冬不可能で，毎年，梅雨時期に海外から飛

来する。この両種の一次飛来源はベトナム北部や中国最南部であると考えられている。こ

れらの地域で越冬したウンカが中国南部にまず移動し，1～2 世代増殖してから日本に飛来

する（図 1）（Otuka et al., 2008；寒川，2010）。一方，ヒメトビウンカはイネのほかに小麦な

ど多くのイネ科植物を寄主とし，日本でも越冬可能である。ヒメトビウンカはトビイロウ

ンカのような長距離移動はしないと考えられていたが，近年，中国から 6 月の麦刈り時期

に西日本に大量飛来する事例が確認されている（図 1）（Otuka et al., 2010; Syobu et al., 2011）。 

イネウンカ類の薬剤抵抗性問題の特徴は，飛来源地帯で農薬を多用することによって抵

抗性を発達させた虫が多発生し，それが我が国に飛来することである。このため，飛来源

地帯におけるイネウンカ類の多発要因や薬剤感受性の動向を詳しく知る必要がある。九州

沖縄農業研究センターではこのような観点から，2006 年以降，国内外におけるイネウンカ

類の種ごとの薬剤感受性の動向を明らかにしてきた。ここでは，我が国に飛来するトビイ

ロウンカとセジロウンカ，および，2008 年の海外飛来以降の国内のヒメトビウンカの薬剤

感受性の動向について紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．トビイロウンカとセジロウンカ 

2005～2012 年の 8 年間に日本に飛来したトビイロウンカとセジロウンカを毎年 1 個体群

ずつ採集し，10薬剤［有機リン剤（マラソン，フェニトロチオン），カーバメート剤（MIPC，

BPMC，カルバリル），ピレスロイド剤（エトフェンプロックス），ネオニコチノイド剤（イ

ミダクロプリド，ジノテフラン，チアメトキサム），フェニルピラゾール剤（フィプロニル）］

に対する感受性を微量局所施用法によって検定した。 

トビイロウンカとセジロウンカの有機リン剤，カーバメート剤，およびピレスロイド剤

図 1．イネウンカ類の移動経路と移動時期 



 2 

に対する LD50値を図 2と図 3に示した。2004年以前の値もあわせて示した。トビイロウン

カについては，有機リン剤ではマラソンの LD50値が 2009 年をピークに大きく変動したが，

フェニトロチオンでは同様の傾向は見られず，むしろ減尐傾向を示した。カーバメート剤 3

剤（ミプシン，BPMC，カルバリル）の LD50 値は大きな変動はないものの，長期的に見て

増加傾向にあった。セジロウンカについては，有機リン剤とカーバメート剤については大

きな変動は見られなかった。エトフェンプロックスについては，トビイロウンカ，セジロ

ウンカともに，長期的に見て LD50値の変動幅は尐なかった(Matsumura et al. 2013)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．日本に飛来したトビイロウンカの有機リン剤，カーバメート剤およびピレスロイド剤に対

する LD50値の長期的推移 

2005-2012年のデータ：Matsumura et al. (2013); 2004年以前のデータ：福田・永田(1969), 細田 (1983), Endo & Tsurumachi 

(2001), 平ら (2001), 永田 (2001), 永田ら (2002), 永田・上室 (2002), 藤田・永田 (未発表) 

図 3．日本に飛来したセジロウンカの有機リン剤，カーバメート剤およびピレスロイド剤に対す

る LD50値の長期的推移 

2005-2012年のデータ：Matsumura et al. (2013); 2004年以前のデータ：福田・永田(1969), 細田 (1989), Endo & Tsurumachi 

(2001), 平ら (2001), 永田ら (2002) 
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トビイロウンカとセジロウンカのネオニコチノイド剤 3 剤とフィプロニルの LD50値を図

4 に示した。トビイロウンカのイミダクロプリドとチアメトキサムに対する LD50値は年々

増加し，イミダクロプリドでは 2012 年には LD50値は 98.5μg/gとなった。1992 年に測定さ

れたベースラインの値（0.16μg/g）と比べると 2012 年の抵抗性倍率は 616 倍に達した。チ

アメトキサムについても LD50値は年々増加し，2011年以降 5μg/gを越えた。これに対して，

ジノテフランとフィプロニルの LD50値は 1μg/g 以下で低く推移した。ただし，この 2 剤の

LD50値は 2005～2006年に比べて若干増加傾向にあるため，今後の動向に十分注意する必要

がある。セジロウンカについては，フィプロニルの LD50値が 2009年をピークに大きく変動

した。これに対して，一方，トビイロウンカのフィプロニルとセジロウンカのネオニコチ

ノイド系 3 剤に対する LD50値はいずれも 1μg/g以下で低く推移し，感受性の低下は見られ

なかった(Matsumura et al. 2013)。 

2005 年以降，日本を含む東アジアやインドシナ半島において，トビイロウンカとセジロ

ウンカに対して種特異的にイミダクロプリドとフィプロニルに対して感受性低下が起こっ

たことが明らかになっているが(Matsumura et al. 2008)，この動向がその後も 2012年まで継

続していることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヒメトビウンカ 

ヒメトビウンカは 2000年代中頃から，中国東部ではイミダクロプリドに対して，日本の

九州地域においてはフィプロニルに対してそれぞれ感受性低下が起こっていたが，2008 年

に中国江蘇省から西日本にイミダクロプリドに対して感受性が低下した個体群が飛来した

（図 5）(Otuka et al., 2010)。ヒメトビウンカは国内で越冬可能であるため，海外飛来によっ

図 4．日本に飛来したトビイロウンカ（左）とセジロウンカ（右）のネオニコチノイド剤および

フェニルピラゾール剤に対する LD50値の長期的推移 

2005-2012年のデータ：Matsumura et al. (2013); 2004年以前のデータ：平ら (2001), 永田ら (2002), 永田・上室 (2002) 
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て，薬剤感受性特性が異なる飛来個体群と土着個体群が日本国内に混在することになり，

両者の間の交雑によって薬剤感受性が変化する可能性が危惧された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海外飛来後の 2008年 6月中旬から 9月上旬までに九州地域で採集したヒメトビウンカの

薬剤感受性を調査したところ，長崎県と山口県の個体群では飛来個体群と同様にイミダク

ロプリドのみ LD50値が高かった。これらの地域では飛来個体群がそのまま定着したと考え

られた。一方，福岡県と熊本県では両方の LD50値が高かった（以上，データ略）。これらの

地域では，飛来個体群と土着個体群が交雑して，両方の殺虫剤が効きにくい個体群が新た

に出現したと考えられた。 

海外飛来の影響を受けた個体群がその地域に定着できるか否かについては，越冬が重要

な鍵となる。そこで，山口県を除く各県で翌 2009 年 3～4 月に再びヒメトビウンカを採集

して薬剤感受性を調べたところ，それぞれの地域で前年と同様の傾向を示した（図６）。ま

た，2009～2010 年に日本国内各地のヒメトビウンカの薬剤感受性を調べたところ，北日本

ではイミダクロプリド，フィプロニルの両剤に対して感受性を示し，関東から近畿にかけ

てはフィプロニルに対してのみ感受性低下が起こっていること，九州など西日本では両剤

に対して感受性が低下したままであった（図 7）。以上から，海外飛来によって，飛来地域

の殺虫剤感受性は大きな影響を受け，その影響は長期にわたるものと考えられる。室内実

験による交配実験の結果からみても（真田ら，未発表），飛来個体群と土着個体群とが交雑

して形成されたものと考えられる。今後，新たな海外飛来が起った場合には，地域ごとに

ヒメトビウンカの薬剤感受性の程度に変異が生じる可能性があるため，薬剤感受性のモニ

タリングについては県や地域ごとにきめ細かに行う必要がある。 

 

 

 

 

 

図５．ヒメトビウンカの日本，中国および海外飛来個体群のイミダクロプ

リドとフィプロニルに対する LD50値 (Otuka et al. 2010 から作図) 
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図 6．2009 年 3 月中旬から 5 月中旬までに採集したヒメトビウンカのイミダクロプ

リド（ピンク）およびフィプロニル（ブルー）の LD50値 (Sanada-Morimura et al. 2011 から

作図) 

図 7．2009～2010 年に日本各地から採集したヒメトビウンカのイミダクロプリド

（ピンク）およびフィプロニル（ブルー）の LD50値 (Sanada-Morimura et al. 2011 から作図；

一部未発表) 
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３．今後のイネウンカ類の防除対策 

以上のように，イネウンカ類 3 種ともに，主な箱施用薬剤に対して感受性の低下が確認

され，単一成分の箱施用薬剤の効果持続時間が従来に比べて短くなっていると考えられる。

このため，防除に重点をおく種を中心に，効果的な薬剤を選ぶ必要がある。また，イネウ

ンカ類の多量・多回数の飛来がある場合には，箱施用薬剤のみではなく，本田の基幹防除

や臨機防除を徹底する必要がある。 

我が国の稲作においては，良食味が重視されるため，これまでウンカ類抵抗性遺伝子を

導入した水稲品種はほとんど普及していない。しかし，イネウンカ類の飛来量が多い西日

本地域では，箱施用剤を用いた薬剤防除体系に代わる方策として，イネウンカ類抵抗性品

種の活用を検討することも重要である。トビイロウンカについては，マーカー育種によっ

て抵抗性遺伝子 Bph11 を導入し，ヒノヒカリと栽培特性・食味ともに同等の抵抗性品種「関

東 BPH1号」が育成されている。ただし，抵抗性遺伝子 Bph11に対するトビイロウンカの加

害性がここ数年変化していることから，現在，複数のトビイロウンカ抵抗性遺伝子を導入

した品種についても育成が進められている。 

イネウンカ類 3 種は，アジア地域を広域に移動する害虫である。このため，日本のみな

らず，イネウンカ類の飛来源となる地域を含めた発生予察および防除対策が必要であり，

それには国際的な情報交換や共同研究が不可欠になる。また，殺虫剤の使用を前提とした

ウンカ類の防除対策のあり方についても，とりわけインドシナ半島などの熱帯地域では見

直しが必要と考えられる。今後のウンカ類の発生予察と管理においては，飛来源地域では，

①国を超えた薬剤感受性モニタリングとトラップ等による発生時期・量の把握，②それら

の情報交換ネットワークの確立，③抵抗性品種への置き換え，④薬剤使用量の削減とそれ

による天敵類の保護活用，が重要である。一方，日本では，①飛来源情報を盛り込んだ飛

来予測システムの開発，②近年増加しているウンカ媒介ウイルス対策のための保毒虫率の

簡易検定法の開発，③防除対象種に効果の高い薬剤の選定，④移植時期をずらす等の耕種

的防除の採用，⑤良食味米，飼料用米へのウンカ抵抗性遺伝子の導入，が重要である。 

 

主な引用文献 

Matsumura, M. et al. (2008) Species-specific insecticide resistance to imidacloprid and fipronil in the rice 

planthoppers Nilaparvata lugens and Sogatella furcifera in East and South-east Asia. Pest Manag. Sci. 64: 1115–

1121. 

Matsumura, M. et al. (2013) Insecticide susceptibilities in populations of two rice planthoppers, Nilaparvata lugens 

and Sogatella furcifera, immigrating into Japan in the period 2005–2012. Pest Manag. Sci. 69 (in press) 

Otuka, A. et al. (2008) A migration analysis for rice planthoppers, Sogatella furcifera (Horváth) and Nilaparvata 

lugens (Stål) (Homoptera: Delphacidae), emigrating from northern Vietnam from April to May. Appl. Entomol. 

Zool. 43: 527–534. 

Otuka, A. et al. (2010) The 2008 overseas mass migration of the small brown planthopper, Laodelphax striatellus, 

and subsequent outbreak of rice stripe disease in western Japan. App. Entomol. Zool. 45: 259–266. 

Sanada-Morimura, S. et al. (2011) Current status of insecticide resistance in the small brown planthopper, Laodelphax 

striatellus, in Japan, Taiwan, and Vietnam. Appl. Entomol. Zool. 46: 65–73. 

寒川一成 (2010) 緑の革命を脅かしたイネウンカ．ブイツーソリューション，名古屋． 

Syobu S. et al. (2011) Trap catches of the small brown planthopper, Laodelphax striatellus (Fallén) (Hemiptera: 

Delphacidae), in northern Kyushu district, Japan in relation to weather conditions. Appl. Entomol. Zool. 46: 41–

50. 


